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一
　
問
題
の
所
在

　
一
九
三
五
年
一
月
一
日
蒋
介
石
は
漸
江
省
政
府
に
お
け
る
演
説
の
中
で
、
三
五
年
を
「
新
生
活
運
動
年
」
に
す
べ
き
で
あ
る
と
主

　
（
1
）

張
し
た
。
同
年
二
月
一
九
日
の
新
生
活
運
動
一
週
年
記
念
日
に
彼
は
「
全
国
同
胞
に
告
げ
る
書
」
を
発
表
し
、
国
民
生
活
の
「
軍
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

化
・
生
産
化
・
芸
術
化
」
（
以
下
「
三
化
」
）
の
実
現
を
運
動
の
新
た
な
目
標
と
し
て
提
起
し
た
。
三
四
年
の
新
生
活
運
動
は
「
規
矩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

（
規
則
正
し
い
）
」
・
清
潔
両
活
動
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
が
、
三
五
年
に
入
る
と
運
動
は
新
し
い
段
階
に
突
入
し
た
と
い
え
る
。

　
筆
者
は
こ
の
時
期
の
新
生
活
運
動
は
蒋
介
石
の
国
家
建
設
理
念
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
と
思
う
。
で
は
、
蒋
介
石
は
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
国
家
建
設
理
念
を
有
し
、
新
生
活
運
動
は
そ
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
分
析
す

る
こ
と
が
本
稿
の
最
大
の
目
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
一
九
三
五
年
九
月
八
日
、
蒋
介
石
は
峨
媚
軍
官
訓
練
団
総
理
記
念
週
で
「
現
代
国
家
の
生
命
力
」
と
い
う
演
説
を
行
い
、
国
家
に

対
す
る
認
識
を
具
体
的
に
示
し
た
。
彼
は
「
教
育
・
経
済
・
武
力
」
が
現
代
国
家
を
支
え
る
た
め
の
三
大
生
命
力
で
あ
る
と
し
、
中

国
が
い
ま
だ
に
現
代
国
家
を
形
成
で
き
な
い
の
は
、
そ
れ
ら
の
生
命
力
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
主
張

し
た
。
で
は
、
い
か
に
し
た
ら
そ
れ
ら
の
生
命
力
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
蒋
介
石
は
同
じ
演
説
の
中
で
次

の
よ
う
な
方
法
を
提
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
教
育
に
関
し
て
は
、
新
生
活
運
動
を
遂
行
す
る
こ
と
、
経
済
に
関
し
て
は
、
国
民
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

済
建
設
運
動
を
実
行
す
る
こ
と
、
武
力
に
関
し
て
は
、
労
働
服
務
を
励
行
す
る
こ
と
で
あ
る
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
国
民
経
済
建
設
運
動
は
、
一
九
三
五
年
四
月
一
日
に
蒋
介
石
が
貴
陽
で
提
起
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
年
一
〇
月
一
〇
日
に
、
蒋
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

石
は
「
国
民
経
済
建
設
運
動
の
意
義
お
よ
び
そ
の
実
施
」
と
い
う
文
章
を
発
表
し
、
国
民
経
済
建
設
運
動
が
新
生
活
運
動
と
表
裏
一

体
で
あ
る
と
し
、
両
者
を
同
時
に
進
め
て
い
く
必
要
を
訴
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
一
九
三
五
年
二
月
一
九
日
に
発
表
さ
れ
た
「
全
国
同
胞
に
告
げ
る
書
」
の
中
で
、
蒋
介
石
は
労
働
服
務
団
の
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（
9
）

設
立
を
呼
び
か
け
た
。
同
年
四
月
一
〇
日
に
蒋
介
石
は
「
労
働
服
務
団
組
織
大
綱
」
を
発
布
し
、
各
地
の
軍
隊
、
憲
兵
、
警
察
、
教

職
員
・
学
生
、
党
・
政
・
軍
機
関
の
職
員
、
婦
人
お
よ
び
社
会
団
体
が
す
べ
て
労
働
服
務
団
を
設
立
す
る
よ
う
求
め
た
。
労
働
服
務

団
は
当
該
地
域
の
新
生
活
運
動
促
進
会
（
以
下
「
促
進
会
」
）
に
属
し
、
そ
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

蒋
介
石
は
新
生
活
運
動
・
国
民
経
済
建
設
運
動
と
労
働
服
務
団
の
活
動
を
通
じ
て
、
彼
の
提
起
し
た
国
家
の
三
大
生
命
力
を
強
化
し

よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
新
生
活
運
動
・
国
民
経
済
建
設
運
動
と
労
働
服
務
運
動
は
、
蒋
介
石
の
指
導
下
で
三
位
一
体
と
な
っ
て
展
開
さ
れ
た
が
、
そ
の
活

動
内
容
は
国
民
政
府
主
導
下
の
国
家
建
設
に
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
そ
れ
ら
は
国
民
政
府
主
導
下
の
国
家
建
設
に
積
極

的
に
関
与
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
で
は
、
な
ぜ
蒋
介
石
は
独
自
の
路
線
を
あ
え
て
打
ち
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
当
時
蒋
介
石
の
国
際
情
勢
に
対
す
る
認

識
、
お
よ
び
国
民
党
と
国
民
政
府
に
お
け
る
彼
の
政
治
的
立
場
に
関
連
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
国
際
情
勢
の
側
面
か
ら
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

と
、
蒋
介
石
は
こ
の
時
期
に
第
二
次
世
界
大
戦
が
一
九
三
七
年
ま
で
に
勃
発
す
る
と
予
測
し
、
そ
れ
に
備
え
る
た
め
に
国
家
総
動
員

を
急
務
と
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

　
一
方
、
筆
者
が
す
で
に
他
稿
で
分
析
し
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
国
民
党
と
国
民
政
府
に
お
け
る
蒋
介
石
の
地
位
は
十
分
に
確
立
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
彼
は
新
生
活
運
動
な
ど
の
大
衆
運
動
を
も
っ
て
自
ら
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
確
立
し
、
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

基
づ
い
て
国
家
建
設
に
取
り
組
み
、
来
た
る
世
界
大
戦
に
備
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
蒋
介
石
の
国
家
建
設
理
念
に
は
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
枠
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
孫
文
思
想
の
継
承
で
あ
る
。
山
田
辰
雄
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
孫
文
思
想
に
は
「
未
完
成
性
」
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
二
五
年
の
孫
文
亡
き
後
、
国
民
党
内
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

有
力
者
た
ち
が
孫
文
思
想
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
を
な
し
た
。
蒋
介
石
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
一
九
三
五
年
九
月
一
四
日
か
ら
一
九
日
ま
で
、
蒋
介
石
は
峨
媚
軍
官
訓
練
団
に
お
い
て
「
総
理
遺
教
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
六
回
に
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わ
た
っ
て
講
演
を
行
な
っ
た
。
一
連
の
講
演
の
中
で
、
彼
は
孫
文
思
想
を
「
心
理
建
設
」
・
「
物
質
建
設
」
・
「
社
会
建
設
」
・
「
政
治
建

設
」
と
い
っ
た
四
つ
の
側
面
に
分
け
て
解
釈
を
行
な
っ
た
。
蒋
介
石
は
そ
の
四
大
建
設
が
国
家
の
三
大
生
命
力
、
つ
ま
り
教
育
・
経

済
・
武
力
に
密
接
に
関
連
し
て
い
る
と
し
、
新
生
活
運
動
・
国
民
経
済
建
設
運
動
・
労
働
服
務
運
動
を
そ
の
実
施
方
法
と
し
て
位
置

づ
け
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
蒋
介
石
は
自
ら
が
孫
文
の
忠
実
な
る
信
徒
で
あ
り
、
孫
文
の
正
統
な
る
後
継
者
で
あ
る
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
一
九
三
五
年
か
ら
三
七
年
に
か
け
て
の
新
生
活
運
動
の
展
開
過
程
を
跡
付
け
る
こ
と
を
通
じ
て
蒋
介
石
の
国
家
建
設

理
念
と
新
生
活
運
動
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
蒋
介
石
の
政
治
指
導
の
特
徴
を
理
解
す
る
の
に
役
立
つ
ば
か
り
で

な
く
、
当
時
国
民
党
と
国
民
政
府
の
政
治
構
造
を
解
明
す
る
た
め
に
も
有
益
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

264

二
　
「
三
化
」
目
標
と
蒋
介
石
の
国
家
建
設
理
念

　
（
一
）
　
「
三
化
」
と
は
何
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
蒋
介
石
は
一
九
三
四
年
五
月
に
発
表
さ
れ
た
「
新
生
活
運
動
綱
要
」
の
中
で
、
国
民
生
活
の
「
三
化
」
を
提
起
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
「
三
化
」
の
原
型
は
、
三
四
年
ま
で
の
軍
隊
に
対
す
る
蒋
介
石
の
指
導
の
中
で
形
成
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
こ
で
は
、

「
三
化
」
の
形
成
過
程
に
関
す
る
詳
述
を
割
愛
し
、
「
三
化
」
に
対
す
る
蒋
介
石
の
解
釈
に
だ
け
言
及
す
る
。

　
ま
ず
、
「
芸
術
化
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
蒋
介
石
か
ら
み
れ
ば
芸
術
と
は
民
衆
全
体
の
生
活
規
範
で
あ
る
。
彼
は
、
中
国
古
代

の
「
礼
・
楽
・
射
・
御
・
書
・
数
」
と
い
っ
た
「
六
芸
」
は
、
中
華
民
族
の
「
修
身
・
斉
家
・
治
国
・
平
天
下
」
の
た
め
の
最
も
優

れ
た
固
有
の
芸
術
で
あ
る
と
し
、
当
時
社
会
に
存
在
し
て
い
た
猜
疑
・
嫉
妬
・
怨
恨
・
軋
礫
と
い
っ
た
悪
習
は
、
み
な
そ
の
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

芸
術
の
陶
冶
を
忘
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
強
調
し
た
。
人
々
の
粗
野
で
卑
劣
な
行
為
を
改
善
す
る
た
め
に
、
彼
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は
国
民
生
活
の
「
芸
術
化
」
の
実
現
を
唱
え
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
新
生
活
運
動
開
始
後
、
彼
が
「
規
矩
」
と
清
潔
を
運
動

初
期
の
課
題
に
し
た
背
景
で
あ
る
。

　
次
に
、
「
生
産
化
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
蒋
介
石
は
中
国
の
貧
困
は
、
生
産
者
が
少
な
く
、
消
費
者
が
多
い
こ
と
に
よ
っ
て
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

じ
た
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
蒋
介
石
に
よ
れ
ば
、
生
産
せ
ず
に
消
費
す
る
人
の
資
源
は
そ
れ
が
略
奪
し
て
き
た
も
の
で
な

け
れ
ば
、
誰
か
に
も
ら
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
彼
ら
が
み
な
「
礼
・
義
・
廉
・
恥
」
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
強
奪
・

窃
盗
・
物
乞
い
な
ど
を
な
く
す
た
め
に
、
蒋
介
石
は
国
民
生
活
の
「
生
産
化
」
の
実
現
を
唱
え
た
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
「
軍
事
化
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
蒋
介
石
は
当
時
中
国
が
直
面
し
て
い
る
危
機
を
救
い
、
安
内
撰
外
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
は
、
国
民
全
体
の
軍
事
化
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
唱
え
た
。
軍
事
化
の
前
提
と
し
て
、
彼
は
国
民
が
整
斉

（
整
然
と
し
た
）
・
清
潔
・
簡
単
・
素
朴
・
迅
速
・
確
実
と
い
っ
た
慣
習
を
身
に
つ
け
、
一
致
共
同
し
て
秩
序
を
守
り
、
組
織
を
重
視

し
、
責
任
を
尽
く
し
、
紀
律
を
重
ん
じ
、
時
に
応
じ
て
国
家
と
民
族
の
た
め
に
犠
牲
を
払
う
こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

　
「
三
化
」
に
関
す
る
蒋
介
石
の
解
釈
は
、
彼
の
中
国
社
会
お
よ
び
当
時
中
国
を
取
り
巻
く
国
内
外
情
況
に
対
す
る
認
識
に
か
か
わ

っ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
新
生
活
運
動
と
蒋
介
石
の
国
家
建
設
理
念
の
関
係
で
あ

る
。

　
（
二
）
　
蒋
介
石
の
国
家
建
設
理
念

　
新
生
活
運
動
と
蒋
介
石
の
国
家
建
設
理
念
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
彼
の
国
家
観
を
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
蒋
介
石
は
「
現
代
国
家
の
生
命
力
」
と
い
う
演
説
の
中
で
国
家
に
対
す
る
認
識
を
具
体
的
に
示
し
た
。
彼

は
、
ま
ず
国
家
に
は
三
つ
の
要
素
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、
第
一
は
人
民
で
あ
り
、
第
二
は
土
地
で
あ
り
、
第
三
は
主
権
を

行
使
す
る
政
府
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
認
識
は
、
政
治
学
で
い
う
国
家
の
概
念
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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し
か
し
、
彼
は
上
述
し
た
三
要
素
だ
け
で
は
強
固
な
現
代
国
家
を
建
設
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
、
現
代
国
家
に
は
基
本
的
な

原
動
力
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
そ
の
原
動
力
と
は
す
な
わ
ち
国
家
の
生
命
力
で
あ
る
と
い
う
。
で
は
、
現
代
国
家
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

生
命
力
と
は
何
か
。
蒋
介
石
は
、
第
一
は
教
育
で
あ
り
、
第
二
は
経
済
で
あ
り
、
第
三
は
武
力
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
彼
は
中
国
が

未
だ
に
現
代
国
家
に
な
っ
て
い
な
い
の
は
、
中
華
民
国
成
立
か
ら
二
十
数
年
来
、
こ
の
三
種
類
の
生
命
力
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
こ
の
三
種
類
の
生
命
力
に
対
す
る
彼
の
解
釈
は
、
新
生
活
運
動
の
理
念
に
密
接
に
関

連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
ず
、
「
教
育
」
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
蒋
介
石
は
、
教
育
は
家
庭
教
育
・
学
校
教
育
・
社
会
教
育
と
軍
事
教
育
な
ど
に
分
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

さ
れ
る
が
、
あ
ら
ゆ
る
教
育
に
は
共
通
し
た
理
念
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
共
通
し
た
理
念
と
は
何
か
。
そ
れ
は
す

な
わ
ち
教
育
を
受
け
る
者
を
し
て
そ
の
知
識
・
道
徳
・
「
体
塊
」
（
心
身
の
健
康
）
と
「
群
性
」
（
社
会
性
）
を
増
進
さ
せ
、
そ
れ
ら
を

発
揮
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
そ
れ
ら
を
「
知
・
徳
・
体
・
群
」
の
「
四
育
」
と
称
し
、
そ
れ
ら
を
も
っ
て
現
代
国
家
に
ふ
さ
わ

し
い
国
民
の
創
出
を
図
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
蒋
介
石
が
軍
国
民
教
育
の
実
施
を
唱
え
、
そ
れ
を
今
後
あ
ら
ゆ
る
教
育
の
中
心
目
標
に
し
よ

　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
に
よ
る
と
、
軍
国
民
教
育
を
実
施
し
て
は
じ
め
て
国
家
の
生
命
力
を
強
化
し
、
「
救
亡
図
存
」
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
文
脈
で
、
蒋
介
石
は
新
生
活
運
動
こ
そ
「
軍
国
民
教
育
を
実
施
す
る
た
め
の
最
も
初
歩
的

　
　
　
（
2
2
）

条
件
で
あ
る
」
と
唱
え
た
。

　
次
に
、
「
経
済
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
蒋
介
石
に
よ
る
と
、
「
経
済
に
は
三
つ
の
要
素
が
あ
り
、
第
一
は
労
働
力
、
第
二
は
土
地
、

　
　
　
（
2
3
）

第
三
は
資
本
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
国
民
経
済
生
活
の
内
容
は
、
生
産
、
消
費
、
分
配
、
貿
易
と
交
通
」
の
四
つ
で
あ
る
。
経
済

力
を
強
化
す
る
た
め
の
根
本
的
な
方
法
と
し
て
、
蒋
介
石
は
生
産
の
増
加
、
消
費
の
減
少
、
分
配
の
合
理
化
、
貿
易
の
自
由
化
と
交

通
の
発
展
の
他
に
、
経
済
専
門
家
の
育
成
を
挙
げ
て
い
る
。
新
生
活
運
動
の
「
生
産
化
」
は
、
国
家
生
命
力
の
一
つ
と
さ
れ
る
経
済
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力
を
強
化
す
る
た
め
の
基
礎
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
蒋
介
石
が
経
済
力
を
強
化
す
る
た
め
の
具
体
的
方
策
と
し
て
取
上
げ
た
の
は
、

彼
が
一
九
三
五
年
四
月
に
発
動
し
た
国
民
経
済
建
設
運
動
で
あ
っ
た
。

　
最
後
は
「
武
力
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
蒋
介
石
に
よ
れ
ば
、
現
代
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
武
力
」
と
は
軍
隊
と
武
器
だ
け
を
指

す
わ
け
で
は
な
い
。
広
い
意
味
で
の
「
武
力
」
は
、
上
述
し
た
「
教
育
」
と
「
経
済
」
だ
け
で
な
く
、
お
よ
そ
学
術
・
政
治
・
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

交
・
文
化
・
軍
事
・
思
想
な
ど
す
べ
て
の
精
神
的
・
物
質
的
力
量
が
み
な
「
武
力
」
の
中
に
含
ま
れ
る
と
い
う
。
蒋
介
石
は
現
代
国

家
を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
に
、
国
民
を
し
て
み
な
国
家
の
た
め
に
犠
牲
を
払
う
こ
と
の
で
き
る
軍
国
民
に
な
ら
し
め
よ
う
と
し
た
。

こ
れ
は
ま
さ
に
新
生
活
運
動
の
「
軍
事
化
」
目
標
と
一
致
し
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
の
よ
う
な
「
武
力
」
を
強
化
す
る
方
法
と
し
て
、

彼
は
一
九
三
五
年
二
月
に
労
働
服
務
団
の
設
立
を
呼
び
か
け
、
同
年
九
月
に
「
冬
期
徴
工
服
務
　
法
」
を
発
布
し
、
国
民
労
働
服
務

　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

運
動
を
発
動
し
た
。

　
以
上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
蒋
介
石
は
「
教
育
・
経
済
・
武
力
」
が
現
代
国
家
の
三
大
生
命
力
で
あ
る
と
し

て
い
た
。
彼
は
そ
れ
ら
の
強
化
を
通
じ
て
、
「
国
家
総
動
員
」
の
実
現
を
最
終
目
標
と
し
て
い
た
。
彼
は
「
国
家
総
動
員
」
が
で
き

る
国
家
こ
そ
、
は
じ
め
て
現
代
的
戦
争
に
対
応
で
き
、
世
界
に
生
存
し
て
い
く
権
利
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
唱
え
た
。

そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
蒋
介
石
の
国
家
建
設
理
念
は
き
わ
め
て
強
い
軍
事
的
色
彩
を
帯
び
て
い
た
と
い
え
る
。

　
（
一
一
一
）
　
孫
文
思
想
の
解
釈
と
蒋
介
石
の
国
家
建
設
理
念

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
国
民
党
と
国
民
政
府
に
お
け
る
蒋
介
石
の
地
位
は
十
分
に
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
自
ら
の
国

家
建
設
理
念
を
正
当
化
す
る
た
め
に
、
蒋
介
石
は
孫
文
思
想
に
対
し
て
解
釈
を
行
い
、
自
ら
の
理
念
を
孫
文
思
想
に
関
連
づ
け
る
試

み
を
行
な
っ
た
。

　
一
九
三
五
年
九
月
一
四
日
か
ら
一
九
日
に
か
け
て
、
蒋
介
石
は
峨
媚
軍
官
訓
練
団
で
六
回
に
わ
た
っ
て
「
総
理
遺
教
」
に
つ
い
て
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（
2
6
）

講
演
を
行
な
っ
た
。
孫
文
の
数
多
く
の
著
作
の
中
で
、
蒋
介
石
が
最
も
重
視
し
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
「
革
命
建
国
の
最
高
の
原

則
」
と
さ
れ
る
「
三
民
主
義
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
彼
は
孫
文
の
「
建
国
方
略
」
を
基
礎
に
し
て
孫
文
思
想
に
対
す
る
解

釈
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
建
国
方
略
」
は
三
部
か
ら
な
り
、
第
一
部
は
「
心
理
建
設
」
あ
る
い
は
「
孫
文
学
説
」
、
第
二
部
は
「
物
質
建
設
」
あ
る
い
は

「
実
業
計
画
」
、
第
三
部
は
「
社
会
建
設
」
あ
る
い
は
「
民
権
初
歩
」
と
呼
ば
れ
る
。
そ
れ
ら
と
は
別
に
、
蒋
介
石
は
孫
文
の
政
府
組

織
と
地
方
自
治
に
関
す
る
言
論
を
総
括
し
て
、
新
た
に
「
政
治
建
設
」
と
い
う
分
野
を
提
起
し
た
。
そ
の
上
で
、
彼
は
孫
文
の
遺
教

が
心
理
・
物
質
・
社
会
・
政
治
と
い
っ
た
四
大
建
設
に
包
括
さ
れ
う
る
と
主
張
し
た
。
こ
こ
で
は
、
蒋
介
石
の
四
大
建
設
に
対
す
る

解
釈
を
考
察
し
、
そ
れ
ら
が
彼
の
国
家
建
設
理
念
、
そ
し
て
新
生
活
運
動
・
国
民
経
済
建
設
運
動
・
労
働
服
務
運
動
に
ど
の
よ
う
な

関
係
を
有
し
て
い
た
か
を
検
討
し
て
み
る
。

　
第
一
は
心
理
建
設
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
蒋
介
石
は
、
「
孫
文
学
説
」
が
孫
文
の
心
理
建
設
に
関
す
る
最
も
主
要
な
著
作
で
あ
る

と
す
る
一
方
、
孫
文
の
「
軍
人
精
神
教
育
」
、
「
三
民
主
義
」
第
六
講
、
そ
し
て
一
九
二
四
年
六
月
一
六
日
に
黄
哺
軍
官
学
校
学
生
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

対
し
て
行
な
っ
た
訓
辞
（
後
に
国
民
党
党
歌
・
中
華
民
国
国
歌
）
も
心
理
建
設
に
含
ま
れ
る
と
主
張
す
る
。

　
蒋
介
石
は
孫
文
の
そ
れ
ら
の
遺
教
に
は
一
つ
の
共
通
し
た
宗
旨
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
中
国
の
固
有
道
徳
を
回
復

し
、
発
揚
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
固
有
道
徳
と
は
孫
文
が
強
調
し
た
「
忠
孝
・
仁
愛
・
信
義
・
和
平
」
で
あ
る
。
蒋
介
石
は
そ
れ

ら
が
自
ら
の
常
に
強
調
し
て
い
る
「
礼
・
義
・
廉
・
恥
」
に
一
致
し
て
い
る
と
主
張
す
る
。
彼
は
そ
の
よ
う
な
心
理
建
設
が
精
神
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

設
で
あ
る
と
し
、
精
神
建
設
が
あ
ら
ゆ
る
建
設
の
最
も
重
要
な
基
礎
で
あ
る
と
唱
え
る
。
蒋
介
石
が
新
生
活
運
動
を
発
動
す
る
に
あ

た
っ
て
、
真
っ
先
に
「
礼
・
義
・
廉
・
恥
」
と
い
っ
た
固
有
道
徳
の
回
復
を
強
調
し
た
の
は
、
孫
文
の
心
理
建
設
に
関
す
る
彼
の
認

識
に
起
因
し
て
い
た
と
い
え
る
。

　
で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
心
理
建
設
を
完
成
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
蒋
介
石
は
、
そ
れ
は
教
育
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
強
調
す
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る
。
し
か
し
、
教
育
を
行
う
た
め
に
は
基
本
的
方
針
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
蒋
介
石
は
中
国
童
子
軍
（
ボ
ー
イ
・
ス
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

ウ
ト
）
の
た
め
に
定
め
た
「
童
子
軍
守
則
二
一
ヵ
条
」
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
を
あ
ら
ゆ
る
教
育
の
基
本
方
針
に
し
よ
う
と
し
た
。
そ

の
よ
う
な
文
脈
の
中
で
、
蒋
介
石
は
新
生
活
運
動
の
意
義
と
役
割
が
、
孫
文
の
心
理
建
設
に
関
す
る
す
べ
て
の
遺
教
に
関
連
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

る
と
し
、
新
生
活
運
動
が
心
理
建
設
の
補
充
的
方
法
で
あ
る
と
唱
え
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
物
質
建
設
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
蒋
介
石
は
孫
文
の
物
質
建
設
に
関
す
る
遺
教
と
し
て
「
実
業
計
画
」
と
「
銭
幣
革
命
」

を
取
上
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
と
り
わ
け
注
目
す
べ
き
は
、
蒋
介
石
が
「
実
業
計
画
」
を
「
偉
大
な
る
国
防
計
画
」
と
し
て
捉
え
た
こ

と
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
、
孫
文
の
「
実
業
計
画
」
は
「
第
一
次
世
界
大
戦
直
後
の
世
界
の
余
剰
資
本
を
中
国
に
導
入
し
、
経
済
建
設
を
お
こ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

お
う
と
す
る
具
体
的
計
画
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
蒋
介
石
は
孫
文
が
建
設
し
よ
う
と
し
た
港
は
実
は
皆
軍
港
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る

鉄
道
の
中
心
と
終
点
は
国
防
戦
略
上
み
な
軍
隊
が
集
中
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
の
よ
う
な
認
識
は
彼
の
国
家
観
に
関

連
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
彼
が
現
代
国
家
の
三
大
生
命
力
の
一
つ
と
さ
れ
る
「
武
力
」
の
充
実
を
重
視
し
て

い
た
た
め
で
あ
る
。

　
一
方
、
蒋
介
石
は
孫
文
の
「
実
業
計
画
」
が
外
国
の
資
本
と
専
門
家
に
頼
っ
て
は
じ
め
て
成
功
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
外
資

導
入
の
必
要
性
を
認
め
る
一
方
で
、
自
力
更
生
の
必
要
性
を
も
唱
え
た
。
つ
ま
り
、
彼
は
「
必
ず
や
自
力
を
も
っ
て
自
存
を
求
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
彊
が
で
き
て
は
じ
め
て
自
立
で
き
る
の
で
あ
る
」
と
し
、
国
民
経
済
建
設
運
動
こ
そ
「
自
存
・
自
彊
の
た
め

　
　
　
　
（
3
2
）

の
根
本
的
要
道
」
で
あ
る
と
唱
え
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

　
第
三
に
社
会
建
設
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
蒋
介
石
は
「
民
権
初
歩
」
の
他
に
、
国
民
党
の
興
中
会
以
降
の
歴
代
の
党
規
約
を
も
取

上
げ
て
い
る
。
蒋
介
石
は
、
「
民
権
初
歩
」
の
直
接
的
目
的
は
一
般
国
民
に
集
会
に
関
す
る
法
則
を
理
解
さ
せ
、
初
歩
的
民
権
の
訓

練
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
間
接
的
作
用
は
一
般
国
民
に
秩
序
・
紀
律
お
よ
び
組
織
を
重
視
さ
せ
、
も
っ
て
人
心
を
団
結

269



法学研究75巻1号（2002：1）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
34
〉

し
、
民
力
を
増
強
し
、
民
権
を
発
展
さ
せ
、
秩
序
あ
る
現
代
社
会
を
作
り
上
げ
る
こ
と
に
あ
る
、
と
解
釈
す
る
。
そ
の
た
め
、
蒋
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

石
は
新
生
活
運
動
こ
そ
が
孫
文
の
社
会
建
設
を
補
う
た
め
の
方
法
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
四
、
政
治
建
設
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
政
治
建
設
と
い
う
分
野
は
蒋
介
石
が
自
ら
提
起
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
広
い
意
味
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
溺
）

の
政
治
建
設
は
孫
文
の
「
三
民
主
義
」
・
「
五
権
憲
法
」
・
「
建
国
方
略
」
・
「
建
国
大
綱
」
な
ど
を
含
む
と
す
る
が
、
講
演
の
中
で
は
主

に
「
建
国
大
綱
」
・
「
地
方
自
治
開
始
実
行
法
」
お
よ
び
「
五
権
憲
法
」
に
つ
い
て
の
解
釈
を
行
っ
て
い
る
。

　
蒋
介
石
は
政
治
の
意
義
は
「
国
家
総
動
員
を
達
成
す
る
た
め
の
科
学
的
方
法
で
あ
り
、
民
衆
を
管
理
し
、
国
家
と
民
衆
全
体
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

め
に
最
大
の
福
利
を
図
る
」
こ
と
に
あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
の
上
、
彼
は
政
治
建
設
の
一
般
的
目
標
を
「
人
は
才
能
を
発
揮
し
、
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

は
利
を
尽
く
し
、
物
は
十
分
に
利
用
さ
れ
、
物
流
は
円
滑
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
定
義
す
る
。

　
で
は
、
具
体
的
に
ど
こ
か
ら
政
治
建
設
に
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
は
孫
文
の
「
建
国
大
綱
」
と
「
地
方

自
治
開
始
実
行
法
」
に
基
づ
き
、
政
治
建
設
の
当
面
の
要
務
と
し
て
、
①
戸
口
調
査
、
②
警
察
・
自
衛
の
整
備
、
③
土
地
の
測
量
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

④
交
通
の
発
展
、
⑤
教
育
の
普
及
、
⑥
合
作
の
推
行
、
⑦
荒
地
の
開
墾
と
い
っ
た
七
つ
の
課
題
を
取
上
げ
た
。
そ
れ
ら
の
課
題
は
決

し
て
蒋
介
石
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
提
起
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
国
民
党
と
国
民
政
府
が
一
貫
し
て
取
組
ん
で
き
た
も
の
で
あ
る
。

蒋
介
石
が
こ
こ
で
新
た
に
そ
れ
ら
を
強
調
し
た
理
由
は
、
彼
自
身
の
指
導
下
で
そ
れ
ら
の
課
題
に
取
組
も
う
と
し
た
こ
と
に
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

　
蒋
介
石
は
四
大
建
設
を
解
釈
し
た
後
、
自
ら
が
提
起
し
た
国
家
の
三
大
生
命
力
で
あ
る
「
教
育
・
経
済
・
武
力
」
は
孫
文
の
四
大

建
設
に
完
全
に
一
致
し
て
い
る
と
し
、
新
生
活
運
動
・
国
民
経
済
建
設
運
動
・
労
働
服
務
運
動
が
そ
れ
ら
に
も
関
連
し
て
い
る
と
唱

（
4
0
）

え
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
「
社
会
建
設
」
と
「
政
治
建
設
」
の
一
部
、
「
心
理
建
設
」
の
全
部
は
「
教
育
建
設
」
で
あ
り
、
新
生
活
運
動

は
す
な
わ
ち
「
最
も
普
遍
的
で
、
最
も
明
快
で
、
最
も
基
本
的
で
、
最
も
必
要
な
教
育
建
設
運
動
」
で
あ
る
。
ま
た
、
「
政
治
建
設
」

の
大
部
分
、
「
物
質
建
設
」
の
全
部
は
「
経
済
建
設
」
で
あ
り
、
国
民
経
済
建
設
運
動
は
す
な
わ
ち
当
面
「
最
も
緊
急
で
最
も
根
本
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的
な
経
済
建
設
運
動
」
で
あ
る
。
最
後
に
、
「
心
理
・
物
質
・
社
会
・
政
治
」
の
四
大
建
設
に
し
ろ
、
「
教
育
建
設
」
と
「
経
済
建

設
」
に
し
ろ
、
「
す
べ
て
は
国
防
を
中
心
に
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
そ
の
す
べ
て
は
み
な
武
力
建
設
な
の
で
あ
る
」
と

い
う
。
具
体
的
に
い
う
な
ら
ば
、
労
働
服
務
、
「
徴
工
制
度
」
、
軍
事
建
設
な
ど
は
「
最
も
基
本
的
で
最
も
必
要
な
武
力
建
設
」
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
蒋
介
石
は
孫
文
思
想
に
対
す
る
解
釈
を
通
じ
て
、
自
ら
の
国
家
建
設
理
念
の
正
統
性
を
確
立
し
よ
う
と
し
た
の

で
あ
る
。

　
孫
文
思
想
に
関
す
る
一
連
の
解
釈
の
締
め
括
り
と
し
て
、
蒋
介
石
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
わ
れ
わ
れ
革
命
の
主
義
は

す
な
わ
ち
総
理
の
三
民
主
義
で
あ
り
、
…
…
わ
れ
わ
れ
す
べ
て
の
革
命
工
作
を
推
進
す
る
中
心
は
す
な
わ
ち
中
国
国
民
党
で
あ

　
（
4
1
）

る
」
と
。
ま
た
、
峨
媚
軍
官
訓
練
団
の
標
語
の
中
に
は
「
革
命
領
袖
蒋
委
員
長
を
信
仰
せ
よ
！
」
、
「
蒋
委
員
長
の
一
切
の
主
張
に
服

　
　
（
4
2
）

従
せ
よ
！
」
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
蒋
介
石
が
こ
の
時
期
に
目
指
し
た
の
は
ま
さ
に
』
つ
の
主
義
、
一
つ
の

政
党
、
一
つ
の
領
袖
」
で
あ
っ
た
。

蒋介石の国家建設理念と新生活運動

　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
国
家
建
設
理
念
の
具
現
化
と
新
生
活
運
動

　
（
［
）
　
「
三
化
」
の
遂
行
方
法

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
一
九
三
五
年
二
月
一
九
日
の
新
生
活
運
動
一
周
年
記
念
日
に
、
蒋
介
石
は
「
全
国
同
胞
に
告
げ
る
書
」
を
発

表
し
、
国
民
生
活
の
「
三
化
」
を
運
動
の
新
た
な
目
標
と
し
て
提
起
し
た
。
同
年
四
月
｝
○
日
に
、
蒋
介
石
は
「
生
活
軍
事
化
初
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

推
行
方
案
」
・
「
生
活
生
産
化
初
歩
推
行
方
案
」
・
「
生
活
芸
術
化
初
歩
推
行
方
案
」
を
発
布
し
た
。
こ
こ
で
は
三
つ
の
方
案
の
内
容
を

考
察
し
て
み
る
。

　
第
一
に
「
軍
事
化
」
の
遂
行
方
法
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
「
軍
事
化
」
の
遂
行
原
則
は
、
精
神
・
行
動
・
生
活
・
慣
習
と
い
っ
た

271



法学研究75巻1号（2002：1）

四
つ
の
側
面
か
ら
規
定
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
、
精
神
面
で
は
尚
武
と
愛
国
精
神
の
喚
起
、
行
動
面
で
は
迅
速
で
整
然
と
し
た
行

動
、
生
活
面
で
は
質
素
な
生
活
、
慣
習
面
で
は
紀
律
遵
守
の
習
慣
の
養
成
、
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

　
遂
行
項
目
と
し
て
は
、
公
務
員
、
学
校
教
職
員
・
学
生
、
市
民
に
分
け
ら
れ
、
非
常
に
細
か
く
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
規

定
の
中
で
共
通
し
て
い
る
の
は
、
軍
事
訓
練
の
実
施
と
党
歌
・
国
歌
・
国
旗
に
対
す
る
重
視
で
あ
る
。
軍
事
訓
練
の
重
視
は
、
国
民

生
活
の
「
軍
事
化
」
を
目
指
す
蒋
介
石
に
と
っ
て
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
特
に
党
と
国
家
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
党
歌
・
国
歌
・
国

旗
へ
の
重
視
を
呼
び
か
け
る
こ
と
を
通
じ
て
、
彼
は
国
民
に
党
へ
の
帰
属
意
識
を
強
化
す
る
と
同
時
に
、
愛
国
心
を
呼
び
起
こ
そ
う

と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
は
、
「
生
産
化
」
の
遂
行
方
法
で
あ
る
。
「
生
産
化
」
の
遂
行
原
則
は
、
資
本
・
労
働
力
・
物
質
と
い
う
三
つ
の
面
か
ら
定
め

ら
れ
て
い
る
。
資
本
面
で
は
節
約
と
貯
蓄
を
奨
励
し
、
社
会
資
源
の
増
加
を
は
か
る
こ
と
、
労
働
力
面
で
は
時
間
を
大
切
に
し
、
作

業
を
重
視
し
、
量
の
増
加
と
質
の
充
実
を
は
か
る
こ
と
、
物
質
面
で
は
国
産
品
の
生
産
と
使
用
を
提
唱
し
、
物
品
の
節
約
と
愛
護
が

要
求
さ
れ
て
い
る
。
「
生
産
化
」
の
具
体
的
な
遂
行
項
目
と
し
て
は
、
節
約
・
貯
蓄
・
合
作
・
労
働
・
物
を
大
切
に
す
る
と
い
っ
た

五
つ
の
面
に
わ
た
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
第
三
は
「
芸
術
化
」
の
遂
行
方
法
で
あ
る
。
「
芸
術
化
」
の
遂
行
原
則
と
し
て
は
、
①
厳
格
で
温
和
な
態
度
で
自
身
を
律
す
る
こ

と
、
②
誠
実
で
寛
大
な
態
度
で
人
に
接
す
る
こ
と
、
③
迅
速
で
精
密
周
到
な
態
度
で
事
を
処
理
す
る
こ
と
、
④
倹
約
で
清
廉
な
態
度

で
物
に
接
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
四
つ
の
原
則
に
基
づ
き
、
「
芸
術
化
」
の
遂
行
項
目
は
、
言
葉
使
い
・
行
動
・
信

仰
・
服
従
・
服
務
・
消
費
な
ど
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
お
り
、
全
部
で
コ
○
項
目
あ
ま
り
に
も
の
ぼ
る
。

　
「
三
化
」
の
遂
行
方
法
で
規
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
今
日
の
視
点
で
考
え
る
と
、
極
め
て
当
た
り
前
の
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
。
し
か

し
当
時
蒋
介
石
は
、
も
し
そ
れ
ら
の
基
本
的
な
こ
と
か
ら
着
手
し
、
社
会
全
体
が
整
然
と
し
て
、
清
潔
に
な
り
、
一
般
国
民
が
無
意

識
的
に
「
礼
・
義
・
廉
・
恥
」
を
知
る
気
風
が
形
成
さ
れ
る
な
ら
ば
、
民
族
精
神
を
奮
い
起
こ
し
、
国
家
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
と
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（
4
4
）

認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
蒋
介
石
は
国
家
建
設
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、

一
般
国
民
の
生
活
様
式
と
意
識
の
改
造
に
重
点
を
お
い
て
い
た
と
い
え
る
。

具
体
的
な
経
済
建
設
よ
り
も
、
ま
ず

蒋介石の国家建設理念と新生活運動

　
（
二
）
　
新
生
活
運
動
の
国
内
外
へ
の
展
開

　
一
九
三
五
年
か
ら
三
七
年
に
か
け
て
の
新
生
活
運
動
は
、
各
省
・
市
だ
け
で
は
な
く
、
鉄
道
、
そ
し
て
海
外
在
住
華
僑
の
中
で
も

盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
ま
ず
、
各
省
・
市
の
進
展
状
況
を
見
て
み
よ
う
。
三
四
年
の
新
生
活
運
動
は
主
と
し
て
国
民
政
府
の
支
配
が
比

較
的
よ
く
浸
透
し
て
い
た
江
西
・
江
蘇
な
ど
で
展
開
さ
れ
た
が
、
四
川
・
貴
州
・
雲
南
・
広
東
・
広
西
な
ど
の
西
南
地
域
に
は
浸
透

　
　
　
　
　
（
4
5
）

で
き
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
い
か
に
し
て
運
動
を
そ
れ
ら
の
地
域
に
拡
大
し
て
い
く
か
は
、
蒋
介
石
に
残
さ
れ
た
課
題
と
な
っ

た
。
拡
大
の
機
会
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
一
九
三
四
年
後
半
か
ら
長
征
を
始
め
た
紅
軍
に
対
す
る
「
追
剰
」
で
あ
っ
た
。
「
剰
共
」

と
い
う
大
義
名
分
に
よ
っ
て
、
蒋
介
石
は
そ
の
勢
力
を
長
年
軍
閥
支
配
下
に
あ
っ
た
四
川
・
貴
州
・
雲
南
に
浸
透
さ
せ
た
。
そ
れ
に

伴
い
、
新
生
活
運
動
も
そ
れ
ら
の
地
域
に
ま
で
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
三
五
年
に
四
川
・
貴
州
・
雲
南
の
三
省
、
青
島
・
天
津
の
二
市
が
新
た
に
促
進
会
を
設
立
し
た
た
め
、
三
五
年
末
の
時
点
で
、

全
国
で
は
先
に
述
べ
た
三
省
の
他
、
江
西
・
江
蘇
・
漸
江
・
安
徽
・
福
建
・
湖
南
・
湖
北
・
河
南
・
河
北
・
山
東
・
山
西
・
陳
西
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

甘
粛
・
察
喰
爾
・
緩
遠
・
寧
夏
・
青
海
の
合
計
二
〇
の
省
、
南
京
・
上
海
・
北
平
な
ど
五
つ
の
市
が
促
進
会
を
結
成
し
た
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
47
）

三
六
年
に
「
両
広
事
件
」
が
解
決
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
八
月
二
二
日
に
広
東
省
促
進
会
と
広
州
市
促
進
会
が
成
立
し
た
。
日
本
に

占
領
さ
れ
た
吉
林
・
遼
寧
・
黒
龍
江
・
熱
河
四
省
と
省
政
府
未
成
立
の
西
康
省
を
除
く
と
、
三
六
年
末
の
時
点
で
新
生
活
運
動
の
未

実
施
地
域
は
広
西
、
新
彊
、
チ
ベ
ッ
ト
だ
け
と
な
り
、
運
動
が
ほ
ぼ
全
国
ま
で
浸
透
し
た
と
い
え
る
。

　
新
生
活
運
動
組
織
は
省
レ
ベ
ル
だ
け
で
は
な
く
、
県
レ
ベ
ル
ま
で
に
も
拡
大
し
た
。
一
九
三
四
年
度
に
は
七
四
三
の
県
促
進
会
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

結
成
さ
れ
た
が
、
一
九
三
五
年
末
の
時
点
で
、
そ
の
数
は
一
＝
二
二
に
ま
で
増
え
、
さ
ら
に
三
六
年
末
に
な
る
と
、
そ
の
数
は
一
三
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（
4
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

五
五
に
ま
で
達
し
た
。
当
時
、
全
国
に
は
一
九
四
〇
の
県
が
あ
る
こ
と
か
ら
計
算
す
る
と
、
約
七
〇
％
の
県
が
新
生
活
運
動
を
実
施

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
運
動
を
さ
ら
に
農
村
地
域
に
拡
大
し
て
い
く
た
め
に
、
促
進
総
会
は
一
九
三
六
年
度
に
新
た
に
各
区
・
郷
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

鎮
「
促
進
会
組
織
大
綱
」
を
制
定
し
た
が
、
そ
の
進
展
状
況
に
関
す
る
資
料
は
現
在
の
と
こ
ろ
見
当
た
ら
な
い
。

　
次
に
鉄
道
の
進
展
状
況
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
一
九
三
五
年
末
の
時
点
で
、
京
濯
濾
杭
甫
・
津
浦
・
平
漢
・
膠
済
・
朧
海
・
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
52
）

太
・
平
緩
・
北
寧
・
漸
籟
・
湘
鄙
・
南
溝
・
磐
漢
鉄
道
株
紹
区
な
ど
一
二
の
鉄
道
が
促
進
会
を
設
立
し
た
が
、
三
六
年
末
の
時
点
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

は
、
そ
れ
が
一
四
に
ま
で
増
加
し
た
。
蒋
介
石
は
新
生
活
運
動
発
動
当
初
か
ら
鉄
道
に
運
動
の
実
行
を
命
じ
た
。
そ
れ
は
、
彼
が
孫

文
の
「
実
業
計
画
」
を
国
防
計
画
と
み
な
し
、
鉄
道
の
軍
事
的
重
要
性
を
強
調
し
て
い
た
こ
と
に
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
蒋
介
石
は
一
九
三
五
年
一
二
月
の
国
民
党
五
全
大
会
で
行
政
院
長
に
選
出
さ
れ
た
後
、
南
京
に
赴
任
す
る
た
め
、
三
六
年
一
月
に

促
進
総
会
を
南
昌
か
ら
南
京
に
移
し
た
。
そ
の
時
、
蒋
介
石
は
促
進
総
会
を
五
つ
の
部
会
に
分
け
、
交
通
部
門
の
運
動
の
遂
行
を
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
54
）

当
す
る
部
会
を
設
け
よ
う
と
し
た
。
ま
た
、
三
七
年
二
月
に
開
か
れ
た
国
民
党
五
期
三
中
全
会
で
は
、
鉄
道
部
の
定
め
た
「
鉄
道
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

設
五
力
年
計
画
」
が
通
過
し
た
。
そ
の
中
で
は
「
対
日
戦
争
を
想
定
し
た
う
え
で
奥
地
に
抗
戦
基
地
を
建
設
す
る
意
図
」
が
示
さ
れ

　
（
5
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
年
四
月
五
日
、
促
進
総
会
の
指
示
に
基
づ
き
、
鉄
道
部
は
全
国
鉄
道
新
生
活
運
動
共
同
会
議
を
開
催
し
た
。

こ
の
会
議
に
お
い
て
は
、
鉄
道
部
内
で
全
国
鉄
道
新
生
活
運
動
促
進
会
を
設
け
る
こ
と
、
軍
事
委
員
会
に
鉄
道
運
輸
を
軍
事
科
学
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

一
つ
に
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
、
新
生
活
運
動
理
論
を
鉄
道
職
員
の
教
育
学
科
の
一
つ
に
す
る
こ
と
、
な
ど
が
提
案
さ
れ
た
。
新
生

活
運
動
と
鉄
道
建
設
な
い
し
国
防
建
設
と
の
関
係
が
こ
こ
か
ら
も
み
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
海
外
華
僑
の
状
況
に
つ
い
て
だ
が
、
一
九
三
五
年
末
の
時
点
で
は
メ
キ
シ
コ
・
シ
テ
ィ
、
ペ
ル
ー
の
リ
マ
、
南
洋
ポ
ル

ト
ガ
ル
領
テ
ィ
モ
ー
ル
、
英
領
ビ
ル
マ
、
仏
領
安
南
、
日
本
の
神
戸
・
大
阪
、
長
崎
、
マ
カ
オ
、
朝
鮮
の
元
山
・
新
義
州
の
一
〇
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

都
市
に
在
住
す
る
華
僑
が
促
進
会
を
結
成
し
た
。
三
六
年
末
に
な
る
と
、
そ
の
数
は
一
九
の
都
市
に
ま
で
増
加
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

新
生
活
運
動
が
中
国
国
内
だ
け
で
な
く
、
海
外
に
ま
で
展
開
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
蒋
介
石
は
そ
れ
を
も
っ
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て
華
僑
に
運
動
へ
の
理
解
を
求
め
、

　
　
　
（
6
1
）

と
思
わ
れ
る
。

彼
ら
の
愛
国
心
を
培
い
、
ひ
い
て
は
祖
国
の
建
設
に
対
す
る
協
力
を
獲
得
し
よ
う
と
し
た
も
の

蒋介石の国家建設理念と新生活運動

　
（
三
）
　
新
生
活
運
動
の
成
果

　
一
九
三
五
年
よ
り
「
三
化
」
の
実
行
が
唱
え
ら
れ
た
が
、
三
四
年
の
中
心
的
工
作
で
あ
っ
た
「
規
矩
」
運
動
と
清
潔
運
動
は
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）

後
も
引
き
続
き
行
わ
れ
、
し
か
も
か
な
り
の
成
果
を
上
げ
た
と
思
わ
れ
る
。
当
時
中
国
を
訪
れ
た
日
本
の
外
務
省
参
与
官
・
松
本
忠

雄
は
、
そ
の
よ
う
な
運
動
が
「
外
国
人
か
ら
厭
が
れ
る
支
那
人
の
随
習
を
直
す
と
云
う
上
に
相
当
の
効
果
を
収
め
て
居
る
」
と
評
価

　
　
（
6
3
）

し
て
い
る
。

　
一
方
、
一
九
三
五
年
度
に
お
い
て
は
「
三
化
」
の
遂
行
方
法
に
基
づ
き
、
各
地
で
は
具
体
的
な
推
進
計
画
が
立
て
ら
れ
、
幅
広
い

　
　
　
　
　
　
（
6
4
）

活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
①
公
民
訓
練
、
保
甲
訓
練
、
②
店
員
・
労
働
者
・
婦
人
新
生
活
訓
練
班
の
開
設
、
③
民
衆
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

字
班
・
民
衆
夜
間
学
校
・
民
衆
諮
問
処
・
代
書
処
の
開
設
な
ど
二
〇
項
目
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
促
進
総
会
自
身
も
認
め
た
よ
う
に
、
一
九
三
五
年
の
新
生
活
運
動
の
所
定
項
目
は
多
す
ぎ
た
た
め
、
そ
の
効
果
は
必
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

し
も
思
わ
し
く
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
改
善
す
る
た
め
に
、
促
進
総
会
は
三
六
年
度
工
作
綱
領
を
作
成
し
、
運
動
を
恒
常
的
活
動
と
季

　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）

節
的
活
動
と
に
分
け
た
。
前
者
に
は
「
規
矩
」
運
動
と
清
潔
運
動
が
含
ま
れ
て
お
り
、
後
者
に
は
春
期
の
植
林
運
動
、
夏
期
の
衛
生

運
動
、
秋
期
の
節
約
運
動
、
冬
期
の
救
済
運
動
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
と
り
わ
け
強
調
さ
れ
た
の
は
、
①
民
衆
自
衛
組
織
の

結
成
と
訓
練
の
強
化
、
②
国
民
経
済
建
設
運
動
へ
の
協
力
、
③
社
会
教
育
の
普
及
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
上
述
し
た
活
動
以
外
に
い
く
つ
か
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
第
一
は
、
労
働
服
務
団
の
活
動
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ

う
に
、
蒋
介
石
は
一
九
三
五
年
二
月
一
九
日
に
発
表
し
た
「
全
国
同
胞
に
告
げ
る
書
」
の
中
で
労
働
服
務
団
の
設
立
を
呼
び
か
け
た
。

さ
ら
に
同
年
四
月
一
〇
日
に
「
労
働
服
務
団
組
織
大
綱
」
も
発
布
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
労
働
服
務
団
は
各
地
の
促
進
会
に
属
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（
6
8
）

し
、
そ
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
労
働
服
務
団
の
活
動
内
容
も
「
三
化
」
遂
行
方
法
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ

て
い
る
。
具
体
的
に
い
う
な
ら
ば
、
①
時
間
厳
守
運
動
、
②
民
衆
識
字
運
動
、
③
工
作
読
書
運
動
（
新
聞
・
書
籍
の
販
売
、
代
書
な

ど
）
、
④
体
育
運
動
、
⑤
「
群
育
」
（
群
衆
教
育
）
運
動
、
⑥
社
会
衛
生
運
動
、
⑦
合
作
提
唱
運
動
、
⑧
保
甲
促
進
運
動
、
⑨
廃
物
利

用
運
動
、
⑩
戸
籍
調
査
協
力
運
動
、
⑪
警
察
の
捜
査
・
逮
捕
に
協
力
す
る
運
動
、
⑫
用
水
路
・
堰
堤
修
築
運
動
、
⑬
橋
梁
・
道
路
補

修
運
動
、
⑭
造
林
保
林
運
動
、
⑮
貯
蓄
・
保
険
提
唱
運
動
、
⑯
国
産
品
使
用
提
唱
運
動
、
⑰
老
人
・
身
体
障
害
者
救
助
運
動
、
⑱
救

済
運
動
、
⑲
ア
ヘ
ン
・
賭
博
禁
止
運
動
、
⑳
航
空
防
空
運
動
、
⑳
科
学
提
唱
運
動
、
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
各
地
の
軍
隊
、
憲
兵
、
警
察
、
教
職
員
・
学
生
、
党
・
政
・
軍
機
関
の
職
員
、
服
務
人
員
、
婦
人
お
よ
び
社
会
団
体
す
べ
て
が
労

働
服
務
団
の
設
立
を
求
め
ら
れ
た
が
、
一
つ
の
労
働
服
務
団
が
上
記
す
べ
て
の
項
目
を
実
行
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
、
「
労
働
服
務
団
組
織
大
綱
」
で
は
、
各
労
働
服
務
団
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
近
い
項
目
を
選
び
、
遂
行
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
季
節
ご
と
に
中
心
的
工
作
を
定
め
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
春
期
の
植
林
運
動
、
夏
期
の
衛
生

運
動
、
秋
期
の
合
作
運
動
、
冬
期
の
道
路
修
築
・
救
済
運
動
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な
実
施
方
法
は
当
該
地
域
の

促
進
会
に
よ
っ
て
独
自
に
定
め
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
労
働
服
務
団
の
活
動
に
は
地
域
の
「
格
差
」
が
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ

る
。　
で
は
、
労
働
服
務
団
は
ど
の
程
度
ま
で
組
織
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
促
進
総
会
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
五
年
に
は
河
南
・

陳
西
・
湖
北
・
湖
南
・
甘
粛
・
青
海
・
安
徽
・
貴
州
・
江
蘇
・
江
西
・
山
東
の
一
二
省
、
上
海
・
南
京
の
二
市
、
そ
し
て
漸
籟
・
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）

漢
鉄
道
株
詔
区
・
京
潅
杭
甫
・
朧
海
・
平
漢
の
五
つ
の
鉄
道
に
お
い
て
労
働
服
務
団
が
結
成
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
省
労
働
服
務
団

総
数
は
三
三
七
団
、
七
四
六
六
三
人
、
市
労
働
服
務
団
は
九
団
、
八
一
〇
八
人
、
鉄
道
労
働
服
務
団
は
三
八
団
、
二
九
九
七
五
人
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
）

な
っ
て
い
る
。
合
計
し
て
三
八
四
団
、
一
一
二
七
四
六
人
に
達
し
て
い
る
。
一
九
三
六
年
に
な
る
と
、
省
労
働
服
務
団
は
二
二
五
五

団
、
三
八
三
八
七
〇
人
、
市
は
一
八
五
団
、
八
一
二
七
二
人
、
鉄
道
は
三
一
団
、
三
〇
一
二
一
人
に
達
し
、
合
計
し
て
二
四
七
一
団
、
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（
71
）

三
九
五
二
六
三
人
と
な
っ
て
い
る
。
前
年
度
に
比
べ
る
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
全
国
各
地
の
労
働
服
務
団
の
活

動
に
関
す
る
詳
細
な
デ
ー
タ
は
現
在
の
と
こ
ろ
な
い
が
、
識
字
運
動
、
公
民
訓
練
、
水
害
の
救
済
お
よ
び
衛
生
運
動
に
積
極
的
に
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
2
）

組
ん
だ
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）

　
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
労
働
服
務
団
団
員
に
は
厳
格
な
紀
律
が
課
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
具
体
的
に
、
①
領
袖
の

指
揮
へ
の
服
従
、
②
上
級
の
命
令
へ
の
遵
守
、
③
新
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
紀
律
の
遵
守
な
ど
一
〇
項
目
に
も
の
ぼ
る
。
団
員
が
そ
れ
ら

の
紀
律
の
い
ず
れ
か
に
違
反
し
た
場
合
、
勧
告
・
書
面
警
告
・
団
員
大
会
で
の
警
告
・
除
籍
・
団
員
の
所
属
機
関
に
通
告
し
、
処
分

す
る
と
い
っ
た
罰
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
も
と
も
と
労
働
服
務
団
団
員
は
毎
日
一
時
間
以
上
の
義
務
労
働
が
求
め
ら

れ
て
い
た
が
、
上
述
し
た
紀
律
が
課
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
団
員
ら
の
運
動
へ
の
参
加
意
欲
に
支
障
を
き
た
し
た
可
能
性
が
あ
っ
た

と
推
察
さ
れ
る
。

　
第
二
は
、
婦
人
の
新
生
活
運
動
へ
の
参
加
で
あ
る
。
婦
人
界
に
も
運
動
を
展
開
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
促
進
総
会
は
一
九
三
四
年

一
一
月
二
二
日
に
南
昌
婦
女
生
活
改
進
会
の
設
立
を
決
定
し
、
三
五
年
四
月
二
〇
日
に
正
式
に
成
立
さ
せ
た
。
南
昌
婦
女
生
活
改
進

会
は
、
主
に
①
家
政
講
習
会
、
②
婦
女
手
工
芸
品
合
作
社
、
③
救
済
工
作
、
④
育
児
委
員
会
、
⑤
軍
事
看
護
訓
練
班
、
⑥
婦
女
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
74
）

座
談
会
、
な
ど
の
活
動
を
行
な
っ
た
。

　
一
方
、
一
九
三
五
年
四
月
「
労
働
服
務
団
組
織
大
綱
」
が
公
布
さ
れ
た
後
、
促
進
総
会
は
従
来
の
婦
女
新
生
活
運
動
組
織
を
婦
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
75
）

労
働
服
務
団
に
改
組
し
、
宋
美
齢
を
全
国
婦
女
労
働
服
務
団
指
導
長
と
し
て
招
聰
し
、
婦
女
新
生
活
運
動
の
拡
大
を
図
っ
た
。
一
九

三
五
年
末
の
時
点
で
、
江
蘇
・
漸
江
・
福
建
・
安
徽
・
湖
南
・
湖
北
・
河
南
・
山
西
・
察
吟
爾
・
綬
遠
・
甘
粛
・
陳
西
・
青
海
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
6
）

三
の
省
、
朧
海
・
膠
済
の
二
つ
の
鉄
道
で
婦
女
労
働
服
務
団
が
結
成
さ
れ
た
。

　
一
九
三
六
年
一
月
に
促
進
総
会
が
南
京
に
移
転
し
た
後
、
蒋
介
石
は
全
国
各
地
の
婦
女
新
生
活
運
動
を
指
導
す
る
た
め
に
、
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
7
）

一
〇
日
に
「
促
進
総
会
婦
女
指
導
委
員
会
」
（
以
下
「
婦
女
指
導
委
員
会
」
）
を
設
立
し
、
宋
美
齢
を
そ
の
指
導
長
に
任
命
し
た
。
同
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時
に
「
婦
女
指
導
委
員
会
組
織
大
綱
」
を
発
布
し
、
全
国
各
地
の
促
進
会
に
婦
女
工
作
委
員
会
を
設
立
す
る
よ
う
命
じ
た
。
そ
の
後
、

婦
女
指
導
委
員
会
は
さ
ま
ざ
ま
な
工
作
方
案
を
作
り
出
し
た
。
そ
の
中
で
、
重
要
な
も
の
に
は
、
①
「
各
地
婦
女
工
作
委
員
会
組
織

大
綱
お
よ
び
工
作
大
綱
」
、
②
「
補
習
班
識
字
班
工
芸
班
実
施
　
法
」
、
③
「
母
親
会
　
法
」
、
④
「
女
子
学
術
研
究
団
　
法
」
、
⑤

「
婦
女
新
生
活
運
動
服
務
団
組
織
大
綱
」
、
⑥
「
婦
女
失
業
訓
練
所
組
織
　
法
」
、
⑦
「
新
生
活
家
庭
組
織
　
法
」
、
⑧
「
非
常
時
期
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
8
）

女
技
術
訓
練
方
法
」
な
ど
が
あ
る
。

　
一
九
三
六
年
末
の
時
点
で
、
首
都
南
京
を
は
じ
め
、
江
西
・
漸
江
・
陳
西
・
湖
南
・
江
蘇
・
山
西
・
青
海
・
広
東
・
上
海
の
一
〇

の
省
・
市
で
は
婦
女
工
作
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、
蒋
介
石
の
故
郷
の
渓
口
に
お
い
て
も
婦
女
家
庭
研
究
会
が
結
成
さ
れ
た
。
そ
の
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
9
）

に
、
各
省
・
市
・
県
・
鉄
道
・
学
校
な
ど
で
は
三
九
の
婦
女
労
働
服
務
団
も
結
成
さ
れ
た
。

　
そ
の
中
で
は
首
都
南
京
の
婦
女
工
作
委
員
会
の
活
動
が
最
も
注
目
さ
れ
る
。
首
都
婦
女
工
作
委
員
会
は
、
一
九
三
六
年
三
月
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
0
）

日
に
宋
美
齢
の
指
導
下
で
成
立
し
た
。
一
九
三
六
年
四
月
一
八
日
に
南
京
市
各
機
関
の
女
性
公
務
員
・
中
学
レ
ベ
ル
以
上
の
女
子
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
81
）

生
お
よ
び
婦
人
団
体
の
会
員
あ
わ
せ
て
四
三
〇
三
人
を
一
律
に
労
働
服
務
団
に
組
織
し
、
六
〇
の
服
務
隊
に
編
成
し
た
。
こ
こ
で
は

団
員
は
毎
週
二
時
間
の
奉
仕
活
動
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。
「
労
働
服
務
団
組
織
大
綱
」
に
規
定
さ
れ
て
い
る
一
日
一
時
間
以
上

の
奉
仕
活
動
を
想
起
す
る
と
、
婦
女
労
働
服
務
団
の
義
務
労
働
の
時
間
が
短
縮
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
一
九
三
六
年
度
首
都
婦
女
工
作
委
員
会
が
行
わ
れ
た
活
動
と
し
て
、
①
婦
女
常
識
訓
練
班
の
開
設
、
②
児
童
科
学
館
の
開
設
、
③

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
82
）

政
府
に
よ
る
遊
民
の
訓
練
へ
の
協
力
、
④
国
民
軍
事
訓
練
へ
の
参
加
、
⑤
児
童
の
教
養
と
保
育
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
と

り
わ
け
注
目
す
べ
き
は
、
①
の
婦
女
常
識
訓
練
班
の
開
設
で
あ
る
。
こ
の
訓
練
班
は
一
四
歳
以
上
四
五
歳
以
下
の
非
識
字
の
女
性
を

対
象
に
、
読
み
書
き
と
算
数
の
教
授
お
よ
び
新
生
活
の
訓
練
を
中
心
と
し
て
、
三
カ
月
を
一
期
に
し
て
前
後
三
期
に
わ
た
っ
て
行
わ

（
8
3
）

れ
た
。
第
一
期
と
第
二
期
は
そ
れ
ぞ
れ
八
班
と
六
班
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
壬
二
七
人
と
；
二
人
が
そ
の
訓
練
を
修
了
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
84
）

当
時
、
中
国
の
非
識
字
率
が
約
八
O
％
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
よ
う
な
活
動
は
非
常
に
有
意
義
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
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第
三
に
は
新
生
活
運
動
の
宣
伝
活
動
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
主
に
①
定
期
刊
行
物
の
発
行
、
②
新
生
活
運
動
叢
書
の
出
版
、
③

新
生
活
運
動
標
語
・
掛
図
の
作
成
、
④
新
生
活
運
動
に
関
す
る
ラ
ジ
オ
放
送
な
ど
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
。
①
に
関
し
て
い
え
ば
、
促

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
溺
）

進
総
会
は
一
九
三
四
年
八
月
二
〇
日
よ
り
機
関
誌
『
会
刊
』
（
旬
刊
）
を
発
行
し
始
め
た
。
そ
の
後
名
称
が
変
更
さ
れ
た
が
、
日
中

戦
争
期
に
お
い
て
も
中
断
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
国
共
内
戦
期
ま
で
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
他
に
、
『
新
生
活
半
月
刊
』
、
『
婦
女
新
生

　
（
8
7
）

活
月
刊
』
も
刊
行
さ
れ
た
。
発
行
部
数
で
は
、
『
会
刊
』
の
方
は
三
四
年
の
時
点
で
は
二
千
冊
で
あ
っ
た
が
、
『
新
生
活
半
月
刊
』
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
8
）

方
は
三
六
年
の
時
点
で
六
千
部
に
達
し
て
い
る
。
地
方
に
お
い
て
も
、
三
六
年
末
の
時
点
で
四
川
省
・
重
慶
市
・
朧
海
鉄
道
な
ど
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
89
）

三
の
省
・
市
・
鉄
道
促
進
会
が
会
刊
を
発
行
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
②
の
新
生
活
運
動
叢
書
の
こ
と
で
あ
る
が
、
一
九
三
六
年
末
の
時
点
で
、
促
進
総
会
よ
り
出
版
さ
れ
た
書
籍
は
、
『
新
生
活
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
0
）

綱
要
』
を
は
じ
め
一
八
種
類
に
達
し
て
お
り
、
南
京
中
正
書
局
を
中
心
と
す
る
各
地
で
出
版
さ
れ
た
の
は
三
五
種
類
に
も
の
ぼ
る
。

ま
た
、
三
七
年
二
月
頃
、
『
蒋
委
員
長
新
生
活
運
動
講
演
集
』
・
『
新
生
活
運
動
史
』
・
『
労
働
服
務
論
叢
』
な
ど
の
出
版
も
報
道
さ
れ

　
　
（
91
）

て
い
る
。
ま
た
、
『
新
生
活
運
動
綱
要
』
・
『
民
国
二
十
三
年
新
生
活
運
動
之
回
顧
』
が
英
訳
さ
れ
、
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、

国
際
社
会
に
運
動
の
意
義
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
し
た
蒋
介
石
の
意
図
が
み
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。

　
③
の
新
生
活
運
動
標
語
・
掛
図
の
こ
と
で
あ
る
が
、
一
九
三
五
年
二
月
一
四
日
に
開
か
れ
た
国
民
党
中
央
執
行
委
員
会
第
一
五
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
92
）

回
常
務
会
議
に
お
い
て
、
二
月
一
九
日
が
新
生
活
運
動
記
念
日
と
し
て
決
定
さ
れ
た
。
以
降
、
毎
年
の
こ
の
日
に
全
国
各
地
で
記
念

行
事
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
記
念
行
事
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
標
語
が
定
め
ら
れ
た
が
、
共
通
し
て
い
る
の
は
「
革
命
最
高
領
袖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
3
）

を
擁
護
せ
よ
」
で
あ
っ
た
。
記
念
行
事
を
通
じ
て
、
人
々
の
運
動
に
対
す
る
認
識
が
深
ま
り
、
そ
れ
と
相
ま
っ
て
「
革
命
最
高
領

袖
」
で
あ
る
蒋
介
石
の
名
声
も
高
ま
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
④
の
新
生
活
運
動
に
関
す
る
ラ
ジ
オ
放
送
の
こ
と
で
あ
る
が
、
全
国
民
衆
に
運
動
の
意
義
を
よ
り
よ
く
理
解
さ
せ
る
た
め
に
、
促

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
94
）

進
総
会
は
一
九
三
六
年
一
月
二
四
日
よ
り
毎
週
金
曜
日
に
中
央
ラ
ジ
オ
放
送
局
で
運
動
に
関
す
る
講
演
を
行
う
こ
と
を
開
始
し
た
。
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そ
の
他
に
、
新
生
活
運
動
講
演
会
・
宣
伝
週
間
・
提
灯
大
会
が
行
わ
れ
、
新
生
活
運
動
に
関
す
る
劇
・
歌
・
映
画
な
ど
も
作
成
さ

（
9
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
6
）

れ
た
。
さ
ら
に
新
生
活
切
手
ま
で
作
成
さ
れ
、
三
六
年
一
月
一
日
に
全
国
各
地
で
一
斉
発
売
さ
れ
た
。
一
九
三
七
年
二
月
一
九
日
の

新
生
活
運
動
三
週
年
記
念
日
に
、
蒋
介
石
と
宋
美
齢
夫
妻
は
と
も
に
中
央
ラ
ジ
オ
放
送
局
で
演
説
を
行
な
っ
た
が
、
宋
美
齢
の
演
説

が
英
語
で
な
さ
れ
た
こ
と
は
と
り
わ
け
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
蒋
介
石
は
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
て
、
中
国
国
内
だ

け
で
な
く
、
国
際
社
会
に
も
新
生
活
運
動
を
宣
伝
し
、
も
っ
て
国
際
社
会
に
お
け
る
中
国
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。

　
勿
論
、
新
生
活
運
動
の
推
進
に
あ
た
っ
て
問
題
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
九
三
四
年
か
ら
三
六
年
に
か
け
て
、
促
進
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
7
）

は
毎
年
視
察
団
を
派
遣
し
、
各
地
の
運
動
の
進
展
状
況
に
対
し
て
査
察
を
行
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
査
察
報
告
に
お
い
て
は
主
に
以
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
98
）

の
三
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
第
一
は
各
地
促
進
会
の
主
要
責
任
者
お
よ
び
党
・
政
・
軍
機
関
の
責
任
者
が
運
動
の
推
進
に
対
し
て

そ
れ
ほ
ど
熱
心
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
、
各
省
・
市
・
鉄
道
促
進
会
の
幹
事
会
が
指
導
員
・
主
任
幹
事
・
常
務
幹
事
・

幹
事
・
書
記
・
係
長
・
一
般
ス
タ
ッ
フ
と
い
っ
た
七
つ
の
階
層
か
ら
な
っ
て
い
る
た
め
、
運
動
の
指
導
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ

（
9
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎜
）

っ
た
。
最
後
に
第
三
は
経
費
の
こ
と
で
あ
る
。
「
新
生
活
運
動
綱
要
」
に
よ
れ
ば
、
運
動
の
経
費
は
発
起
人
・
主
宰
者
あ
る
い
は
現

地
政
府
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
募
金
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
各
級
政
府
の
年
度
予
算
に
お
け
る
新
生
活

運
動
に
関
す
る
予
算
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
の
問
題
点
は
、
運
動
の
発
展
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
に
違
い
な
い
。

同
時
に
、
そ
れ
は
ま
た
当
時
蒋
介
石
の
政
治
指
導
の
限
界
を
も
表
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
で
は
、
こ
の
時
期
の
新
生
活
運
動
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
評
価
を
与
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
蒋
介
石
は
新
生
活
運
動
を
現
代
国

家
の
三
大
生
命
力
の
一
つ
と
さ
れ
る
「
教
育
」
を
強
化
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
。
ま
た
、
新
生
活
運
動
を
孫
文

の
「
心
理
・
物
質
・
社
会
・
政
治
」
と
い
っ
た
四
大
建
設
に
も
関
連
す
る
も
の
と
し
た
。
結
果
的
に
み
る
と
、
こ
の
時
期
の
運
動
は

と
り
わ
け
蒋
介
石
の
重
視
し
て
い
た
国
民
生
活
の
「
軍
事
化
」
（
H
「
武
力
」
）
お
よ
び
蒋
介
石
個
人
の
権
威
の
高
揚
に
寄
与
し
た
と
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（
m
）

い
え
る
。
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
た
活
動
は
後
の
日
中
戦
争
期
の
戦
時
体
制
下
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
る
。

に
こ
の
時
期
に
お
け
る
新
生
活
運
動
の
意
義
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ラ
」
》
」

四
　
結
　
語

蒋介石の国家建設理念と新生活運動

　
本
稿
に
お
い
て
、
筆
者
は
一
九
三
五
年
か
ら
三
七
年
に
か
け
て
の
新
生
活
運
動
の
展
開
過
程
を
手
が
か
り
に
、
蒋
介
石
の
国
家
建

設
理
念
と
新
生
活
運
動
と
の
関
連
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
こ
の
時
期
、
蒋
介
石
は
「
教
育
・
経
済
・
武
力
」
が
現
代
国
家
の
三

大
生
命
力
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
三
要
素
の
中
で
、
彼
が
最
も
重
視
し
た
の
は
「
武
力
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
彼
が

国
家
総
動
員
を
望
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
彼
の
国
家
建
設
理
念
は
強
い
軍
事
的
色
彩
を
も

つ
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
一
方
、
そ
れ
ら
の
生
命
力
を
強
化
す
る
た
め
に
、
彼
は
新
生
活
運
動
の
ほ
か
に
、
一
九
三
五
年
に
国
民
経
済
建
設
運
動
と
労
働
服

務
運
動
を
新
た
に
発
動
し
た
。
つ
ま
り
、
彼
は
新
生
活
運
動
を
も
っ
て
「
教
育
」
を
、
国
民
経
済
建
設
運
動
を
も
っ
て
「
経
済
」
を
、

労
働
服
務
運
動
を
も
っ
て
「
武
力
」
を
強
化
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
国
家
建
設
理
念
を
正
当
化
す
る
た
め
に
、
蒋

介
石
は
孫
文
思
想
に
対
し
て
解
釈
を
行
な
っ
た
。
彼
は
孫
文
思
想
を
「
心
理
・
物
質
・
社
会
・
政
治
」
と
い
っ
た
四
大
建
設
に
定
義

し
、
自
ら
の
提
起
し
た
現
代
国
家
の
三
大
生
命
力
を
そ
れ
ら
に
関
連
づ
け
、
自
ら
の
指
導
下
で
国
家
建
設
に
取
組
も
う
と
し
た
の
で

あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
紙
幅
の
関
係
で
国
民
経
済
建
設
運
動
と
労
働
服
務
運
動
を
十
分
に
取
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
こ
こ
で

は
三
つ
の
運
動
の
関
連
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。
ま
ず
新
生
活
運
動
と
国
民
経
済
建
設
運
動
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

新
生
活
運
動
は
主
に
国
民
の
精
神
面
の
改
造
を
図
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
国
民
経
済
建
設
運
動
は
物
質
建
設
を
目
的
と
し
て
い
た
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も
の
で
あ
る
。
次
は
新
生
活
運
動
と
労
働
服
務
運
動
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
新
生
活
運
動
労
働
服
務
団
の
活
動
は
労
働
服
務
運
動
の

一
翼
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
労
働
服
務
団
の
活
動
が
自
発
的
な
性
格
を
有
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
労
働
服
務
運
動
は
上
か
ら
の
強

制
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
最
後
に
労
働
服
務
運
動
と
国
民
経
済
建
設
運
動
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
前
者
は
後
者
を
推

進
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
最
後
に
も
う
一
つ
述
べ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
蒋
介
石
の
国
家
建
設
理
念
と
国
民
党
も
し
く
は
国
民

政
府
主
導
下
の
国
家
建
設
と
の
関
係
で
あ
る
。
こ
の
間
題
提
起
自
体
に
は
矛
盾
が
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
蒋

介
石
自
身
も
国
民
党
と
国
民
政
府
の
指
導
者
の
言
貝
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
南
京
国
民
政
府
に
課
さ
れ
た
課
題
は
「
統
一
と
建

設
」
の
同
時
進
行
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
い
か
に
し
て
実
現
し
て
い
く
か
を
め
ぐ
っ
て
、
国
民
党
内
に
は
必
ず
し
も
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が

存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
民
主
化
を
唱
え
る
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
、
蒋
介
石
が
常
に
目
指
し
た
の
は
自
ら
の
権
力
の
確
立
で
あ
っ
た
。

新
生
活
運
動
は
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
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（
1
）
　
「
革
故
鼎
新
民
国
廿
四
年
為
新
生
活
運
動
年
」
、
『
中
央
日
報
』
（
南
京
、
以
下
同
）
、
一
九
三
五
年
一
月
三
日
。

　
同
一
月
七
日
所
収
。

（
2
）
　
「
新
運
週
年
紀
念
蒋
告
全
国
同
胞
書
」
、
『
中
央
日
報
』
、
一
九
三
五
年
二
月
一
二
日
。

（
3
）
　
一
九
三
四
年
の
新
生
活
運
動
の
展
開
過
程
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
蒋
介
石
の
権
力
の
浸
透
と
新
生
活
運
動

　
に
ー
」
、
『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
三
八
号
、
一
九
九
八
年
九
月
、
参
照
。

（
4
）
　
「
現
代
国
家
的
生
命
力
」
、
『
峨
媚
訓
練
集
』
、
出
版
社
・
出
版
地
・
出
版
年
不
詳
、
一
九
九
～
二
一
五
頁
所
収
。

　
用
し
て
い
る
「
現
代
国
家
」
と
い
う
概
念
は
、
い
わ
ゆ
る
「
近
代
国
家
」
の
概
念
と
は
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

家
」
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

（
5
）
　
「
現
代
国
家
的
生
命
力
」
、
前
掲
、
『
峨
媚
訓
練
集
』
、
一
二
二
～
ニ
ニ
ニ
頁
所
収
。

（
6
）
　
「
挽
救
民
族
解
除
痛
苦
需
要
国
民
経
済
建
設
運
動
」
、
『
中
央
日
報
』
、
一
九
三
五
年
四
月
二
日
。

な
お
、
演
説
全
文
は
、

一
九
三
四
年
を
中
心

な
お
、
蒋
介
石
が
使

本
稿
で
は
「
現
代
国
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11109　8　7
）　　）　　）　　）　　）

　
な
立
場
は
一
九
三
八
年
国
民
党
総
裁
に
就
任
す
る
ま
で
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

力
機
構
の
変
遷
と
蒋
介
石
」

（
1
2
）

（
1
3
）生
命
書
局
、

（
1
4
）

（
1
5
）第
五
十
三
輯
、

　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　

25　24　23　22　21　20　19　18　17　16
）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）

「
国
民
経
済
建
設
運
動
之
意
義
及
其
実
施
」
、
『
中
央
日
報
』
、
一
九
三
五
年
一
〇
月
一
〇
日
。

「
新
運
週
年
紀
念
蒋
告
全
国
同
胞
書
」
、
『
中
央
日
報
』
、
一
九
三
五
年
二
月
二
一
日
。

「
新
運
総
会
頒
発
労
働
服
務
団
組
織
大
綱
」
、
『
中
央
日
報
』
、
一
九
三
五
年
四
月
一
〇
日
。

「
今
後
改
進
政
治
的
路
線
」
、
『
蒋
委
員
長
最
近
講
演
集
』
（
三
）
、
南
昌
文
化
書
店
、
一
九
三
四
年
、
二
壬
二
七
～
二
二
四
一
頁
。

前
掲
、
拙
稿
「
蒋
介
石
の
権
力
の
浸
透
と
新
生
活
運
動
　
　
一
九
三
四
年
を
中
心
に
　
　
」
、
参
照
。
な
お
、
蒋
介
石
の
そ
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
に
関
し
て
は
、
家
近
亮
子
「
南
京
国
民
政
府
の
中
央
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
島
朋
之
・
家
近
亮
子
編
『
歴
史
の
中
の
中
国
政
治
』
、
勤
草
書
房
、
一
九
九
九
年
）
に
詳
し
い
。

山
田
辰
雄
『
中
国
国
民
党
左
派
の
研
究
』
、
慶
鷹
通
信
、
一
九
八
O
年
、
二
二
頁
。

例
え
ば
、
戴
季
陶
『
孫
文
主
義
之
哲
学
的
基
礎
』
、
民
智
書
局
、
上
海
、
一
九
二
五
年
；
周
仏
海
『
三
民
主
義
之
理
論
的
体
系
』
、
新

　
　
　
一
九
二
八
年
、
な
ど
が
あ
る
。

「
総
理
遺
教
第
一
講
～
第
六
講
」
、
前
掲
、
『
峨
帽
訓
練
集
』
、
一
九
～
一
七
八
頁
所
収
。

「
新
生
活
運
動
綱
要
」
、
新
生
活
運
動
促
進
総
会
編
『
民
国
二
十
三
年
新
生
活
運
動
総
報
告
』
、
影
印
本
、
近
代
中
国
史
料
叢
刊
三
編

　
　
　
　
文
海
出
版
社
、
台
北
、
］
九
八
九
年
、
二
二
四
～
一
三
五
頁
。

同
上
、
一
三
四
頁
。

同
前
。

「
現
代
国
家
的
生
命
力
」
、
前
掲
、
『
峨
帽
訓
練
集
』
、
二
〇
二
頁
。

同同同同同同同
目［J　目『」　目り　月q　目り　目『1　目り

二
〇
二
～
二
〇
三
頁
。

二
〇
七
～
二
〇
八
頁
。

二
〇
八
頁
。

一
二
三
頁
。

二
〇
五
頁
。

二
〇
三
～
二
〇
四
頁
。

二
一
三
頁
。
な
お
、
「
冬
令
徴
工
服
務
　
法
」

は

同
前
、
附
録
、
七
三
～
七
五
頁
所
収
。
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（
2
6
）
　
「
総
理
遺
教
第
一
講
～
第
六
講
」
、
前
掲
、
『
峨
帽
訓
練
集
』
、
一
九
～
一
七
八
頁
所
収
。

（
2
7
）
　
「
陸
軍
軍
官
学
校
訓
詞
」
、
広
東
省
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
・
中
国
社
会
科
学
院
近
代
史
研
究
所
中
華
民
国
史
研
究
室
・
中
山
大
学

歴
史
系
孫
中
山
研
究
室
合
編
『
孫
中
山
全
集
』
第
一
〇
巻
、
中
華
書
局
、
北
京
、
一
九
八
六
年
、
三
〇
〇
頁
。
「
総
理
遺
教
第
一
講
－

総
理
遺
教
概
要
」
、
前
掲
、
『
峨
帽
訓
練
集
』
、
二
三
頁
。
「
総
理
遺
教
第
四
講
　
　
心
理
建
設
之
要
義
」
、
同
前
、
一
四
五
頁
、
一
四
八
頁
。

（
2
8
）
　
「
総
理
遺
教
第
一
講
ー
総
理
遺
教
概
要
」
、
同
前
、
二
三
頁
。

（
2
9
）
　
「
総
理
遺
教
第
四
講
ー
心
理
建
設
之
要
義
」
、
前
掲
、
『
峨
媚
訓
練
集
』
、
一
五
二
～
一
五
七
頁
。
な
お
、
「
童
子
軍
守
則
二
一
ヵ
条
」

　
は
、
一
九
三
五
年
一
一
月
の
国
民
党
五
全
大
会
に
お
い
て
、
蒋
介
石
な
ど
の
提
案
で
「
国
民
党
党
員
守
則
」
と
し
て
通
過
し
た
。
「
党
員

守
則
案
原
文
」
、
『
中
央
日
報
』
、
一
九
三
五
年
二
月
一
九
日
。

（
3
0
）
　
「
総
理
遺
教
第
四
講
－
心
理
建
設
之
要
義
」
、
前
掲
、
『
峨
媚
訓
練
集
』
、
一
五
八
頁
。

（
31
）
　
山
田
辰
雄
、
前
掲
書
、
二
五
頁
。

（
32
）
　
「
総
理
遺
教
第
三
講
－
物
質
建
設
之
要
義
」
、
前
掲
、
『
峨
媚
訓
練
集
』
、
二
八
頁
。

（
3
3
）
　
蒋
介
石
が
こ
こ
で
最
も
強
調
し
て
い
る
の
は
「
中
国
国
民
党
総
章
」
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
「
興
中
会
章
程
」
、
「
興
中
会
宣
言
」
、

　
「
中
国
同
盟
会
革
命
方
略
」
、
「
中
国
同
盟
会
宣
言
」
、
「
中
華
革
命
党
方
略
」
、
「
中
国
国
民
党
改
組
宣
言
」
、
「
中
国
国
民
党
第
一
次
全
国
代

表
大
会
宣
言
」
も
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
総
理
遺
教
第
五
講
－
社
会
建
設
與
民
生
哲
学
之
要
義
」
、
同
前
、
一
六
六
頁
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

42　41　40　39　38　37　36　35　34
）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）

「
総
理
遺
教
第
五
講
－
社
会
建
設
與
民
生
哲
学
之
要
義
」
、
同
前
、
一
六
一
頁
。

同
前
、
一
六
五
頁
。

「
総
理
遺
教
第
二
講
－
政
治
建
設
之
要
義
」
、
同
前
、
二
五
頁
。

同
前
、
二
九
～
三
〇
頁
。

同
前
、
三
〇
頁
。

同
前
、
三
五
頁
。

「
総
理
遺
教
第
六
講
　
　
研
究
総
理
遺
教
之
結
論
」
、
同
前
、
一
七
三
～
一
七
四
頁
。

同
前
、
一
七
四
頁
。

同
前
、
附
録
、
八
六
頁
。
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ハハ　　ハ　　　　　　　　ハ聾製馨磐邑斡撃馨琶鍾暫頁翌馨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O

「
新
運
総
会
頒
発
労
働
服
務
団
組
織
大
綱
」
、
『
中
央
日
報
』
、

「
立
志
為
学
與
服
務
」
、
貝
華
主
編
『
蒋
介
石
全
集
』
下
冊
、

（
九
）
、

　　　　　　 　　 　　 　　 　　 　　　62　ヒニ　61　60　59　58　57　56

）日））））））　の

一
九
三
五
年
四
月
一
〇
日
。

文
化
編
訳
館
、
上
海
、
一
九
三
七
年
、

「
第
四
編
教
育
與
修
養
」
、
　
七

前
掲
、
拙
稿
「
蒋
介
石
の
権
力
の
浸
透
と
新
生
活
運
動
！
一
九
三
四
年
を
中
心
に
i
」
、
六
四
～
六
五
頁
。

「
民
国
二
十
四
年
新
生
活
運
動
之
回
顧
」
、
『
新
運
総
会
会
刊
』
第
三
二
期
、
一
九
三
六
年
一
月
一
日
、
一
七
頁
、
二
二
頁
。

「
辱
省
市
両
新
運
会
昨
挙
行
成
立
大
会
」
、
『
中
央
日
報
』
、
一
九
三
六
年
八
月
二
三
日
。

「
民
国
二
十
四
年
新
生
活
運
動
之
回
顧
」
、
前
掲
、
『
新
運
総
会
会
刊
』
第
三
二
期
、
四
二
～
四
三
頁
。

「
二
十
五
年
度
本
会
工
作
概
況
」
、
『
新
運
導
報
』
第
四
期
、
一
九
三
七
年
三
月
一
五
日
、
八
六
頁
。

全
国
の
県
数
は
一
九
三
四
年
末
の
デ
ー
タ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
『
申
報
年
鑑
（
民
国
二
十
四
年
）
』
、
上
海
申
報
館
印
、
B
一
〇
頁
。

「
二
十
五
年
度
本
会
工
作
概
況
」
、
前
掲
、
『
新
運
導
報
』
第
四
期
、
八
四
～
八
五
頁
。

「
民
国
二
十
四
年
新
生
活
運
動
之
回
顧
」
、
前
掲
、
『
新
運
総
会
会
刊
』
第
三
二
期
、
二
二
頁
。

「
二
十
五
年
度
本
会
工
作
概
況
」
、
前
掲
、
『
新
運
導
報
』
第
四
期
、
八
六
頁
。

「
新
運
総
会
擬
劃
分
為
五
股
」
、
『
中
央
日
報
』
、
一
九
三
六
年
一
月
二
六
日
。

「
鉄
道
部
五
届
三
中
全
会
工
作
報
告
」
、
中
国
第
二
歴
史
梢
案
館
編
『
中
華
民
国
史
梢
案
資
料
匪
編
』
第
五
輯
第
一
編
財
政
経
済

　
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
年
、
九
一
～
九
四
頁
。

萩
原
充
『
中
国
の
経
済
建
設
と
日
中
関
係
』
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
〇
八
頁
。

「
各
鉄
路
新
運
会
議
今
農
開
幕
」
、
『
中
央
日
報
』
、
一
九
三
七
年
四
月
五
日
。

「
鉄
路
新
運
聯
席
会
決
議
組
織
随
車
服
務
団
」
、
『
中
央
日
報
』
、
一
九
三
七
年
四
月
七
日
。

「
民
国
二
十
四
年
新
生
活
運
動
之
回
顧
」
、
前
掲
、
『
新
運
総
会
会
刊
』
第
三
二
期
、
二
三
頁
。

「
二
十
五
年
度
本
会
工
作
概
況
」
、
前
掲
、
『
新
運
導
報
』
第
四
期
、
八
六
頁
。

一
九
三
六
年
九
月
一
六
日
に
国
民
経
済
建
設
運
動
委
員
会
広
東
省
分
会
が
成
立
す
る
際
、
蒋
介
石
は
華
僑
に
よ
る
投
資
を
歓
迎
す
る

　
　
　
　
　
　
　
「
蒋
委
員
長
訓
詞
原
文
」
、
『
中
央
日
報
』
、
一
九
三
六
年
九
月
一
七
日
。

「
民
国
二
十
四
年
新
生
活
運
動
之
回
顧
」
、
前
掲
、
『
新
運
総
会
会
刊
』
第
三
二
期
、
二
六
～
二
七
頁
。
「
二
十
五
年
度
本
会
工
作
概
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況
」
、
前
掲
、
『
新
運
導
報
』
第
四
期
、
九
四
～
九
五
頁
。

（
6
3
）
　
『
外
務
省
参
与
官
松
本
忠
雄
氏
講
述
南
北
支
那
の
現
状
』
、
社
団
法
人
大
阪
経
済
会
、
出
版
年
不
詳
、
二
二
頁
。

（
64
）
　
一
九
三
五
年
の
新
生
活
運
動
に
関
し
て
は
、
新
生
活
促
進
総
会
編
『
民
国
二
十
四
年
全
国
新
生
活
運
動
』
（
上
・
下
）
、
影
印
本
、

　
（
近
代
中
国
史
料
叢
刊
三
編
第
五
十
三
輯
、
文
海
出
版
社
、
台
北
、
一
九
八
九
年
）
に
詳
し
い
。

（
6
5
）
　
「
民
国
二
十
四
年
新
生
活
運
動
之
回
顧
」
、
前
掲
、
『
新
運
総
会
会
刊
』
第
三
二
期
、
二
七
～
二
八
頁
。

（
6
6
）
　
「
二
十
五
年
度
本
会
工
作
概
況
」
、
前
掲
、
『
新
運
導
報
』
第
四
期
、
九
四
～
九
五
頁
。

（
6
7
）
　
「
新
運
総
会
通
告
実
施
第
三
年
度
工
作
綱
領
」
、
『
中
央
日
報
』
、
一
九
三
六
年
四
月
五
日
。
「
二
十
五
年
度
本
会
工
作
概
況
」
、
前
掲
、

　
『
新
運
導
報
』
第
四
期
、
九
二
頁
。

（
6
8
）
　
「
労
働
服
務
団
組
織
大
綱
」
、
『
中
央
日
報
』
、
一
九
三
五
年
四
月
一
〇
日
。

（
6
9
）
　
「
民
国
二
十
四
年
新
生
活
運
動
之
回
顧
」
、
前
掲
、
『
新
運
総
会
会
刊
』
第
三
二
期
、
一
九
～
二
一
頁
。

（
7
0
）
　
省
労
働
服
務
団
総
数
と
団
員
数
は
、
「
各
省
新
運
会
労
働
服
務
団
統
計
」
、
『
中
央
日
報
』
、
一
九
三
六
年
七
月
二
一
日
、
お
よ
び
「
民

国
二
十
四
年
新
生
活
運
動
之
回
顧
」
、
前
掲
、
『
新
運
総
会
会
刊
』
第
三
二
期
、
三
三
頁
に
あ
る
江
西
省
各
県
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
算
出

　
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
市
・
鉄
道
は
「
民
国
二
十
四
年
新
生
活
運
動
之
回
顧
」
、
同
前
、
二
〇
～
一
二
頁
に
よ
る
。

（
71
）
　
「
二
十
五
年
度
本
会
工
作
概
況
」
、
前
掲
、
『
新
運
導
報
』
第
四
期
、
八
六
頁
。

（
72
）
　
「
民
国
二
十
四
年
新
生
活
運
動
之
回
顧
」
、
前
掲
、
『
新
運
総
会
会
刊
』
第
三
二
期
、
二
一
頁
、
二
九
頁
、
三
二
～
三
三
頁
、
三
八

～
三
九
頁
、
四
三
頁
。

（
73
）
　
「
新
生
活
労
働
服
務
団
紀
律
」
、
前
掲
、
『
民
国
二
十
四
年
全
国
新
生
活
運
動
』
（
下
）
、
四
一
九
頁
。
「
新
運
総
会
重
訂
労
働
服
務
　

法
」
、
『
中
央
日
報
』
、
一
九
三
五
年
二
月
二
八
日
。

（
74
）
　
前
掲
、
『
民
国
二
十
四
年
全
国
新
生
活
運
動
』
（
下
）
、
七
六
九
～
七
七
〇
頁
。

（
7
5
）
　
「
婦
女
労
働
服
務
団
」
、
『
中
央
日
報
』
、
一
九
三
五
年
四
月
二
六
日
。

（
76
）
　
前
掲
、
『
民
国
二
十
四
年
全
国
新
生
活
運
動
』
（
下
）
、
七
六
六
頁
。

（
7
7
）
　
「
新
運
総
会
組
織
婦
女
指
導
委
会
」
、
『
中
央
日
報
』
、
一
九
三
六
年
二
月
一
五
日
。
「
本
会
婦
女
指
導
委
員
会
最
近
工
作
紀
要
」
、
『
新

運
月
刊
』
第
三
四
期
、
一
九
三
六
年
六
月
、
一
九
三
頁
。
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（
7
8
）
　
「
二
十
五
年
度
本
会
工
作
概
況
」
、
前
掲
、
『
新
運
導
報
』
第
四
期
、
九
七
頁
。
「
非
常
時
期
婦
女
技
術
訓
練
辮
法
」
、
同
前
、
一
九
三

　
七
年
四
月
八
日
。

（
7
9
）
　
「
二
十
五
年
度
本
会
工
作
概
況
」
、
前
掲
、
『
新
運
導
報
』
第
四
期
、
八
六
～
八
八
頁
。

（
8
0
「
首
都
新
運
会
成
立
婦
女
工
作
委
員
会
」
、
『
中
央
日
報
』
、
一
九
三
六
年
三
月
］
一
日
。

（
8
1
）
　
「
会
務
述
要
」
、
『
中
央
日
報
』
、
一
九
三
七
年
三
月
二
日
。

（
82
）
　
同
前
。

（
8
3
）
　
「
新
運
会
婦
女
工
作
会
挙
　
婦
女
常
識
訓
練
班
」
、
『
中
央
日
報
』
、
一
九
三
六
年
四
月
二
三
日
、
「
首
都
新
生
活
運
動
促
進
会
廿
五
年

度
工
作
総
報
告
」
（
続
）
、
『
中
央
日
報
』
、
一
九
三
七
年
二
月
二
二
日
。

（
84
）
　
陳
禮
江
「
現
段
階
的
中
国
社
会
教
育
」
、
『
中
央
日
報
』
、
一
九
三
六
年
一
一
月
一
〇
日
。

（
85
）
　
前
掲
、
『
民
国
二
十
三
年
新
生
活
運
動
総
報
告
』
、
二
八
八
頁
。

（
8
6
）
　
一
九
三
六
年
六
月
号
の
第
三
四
期
か
ら
『
会
刊
』
が
『
新
運
月
刊
』
に
改
名
さ
れ
た
が
、
三
七
年
一
月
に
ま
た
『
新
運
導
報
』
（
半

月
刊
）
に
変
わ
っ
た
。
「
新
運
月
刊
出
版
」
、
『
中
央
日
報
』
、
一
九
三
六
年
七
月
一
一
日
。
「
新
運
総
会
編
印
叢
書
」
、
『
中
央
日
報
』
、
一
九

　
三
七
年
二
月
三
日
。
『
新
運
導
報
』
第
一
期
、
一
九
三
七
年
一
月
三
〇
日
。

（
87
）
　
「
二
十
五
年
度
本
会
工
作
概
況
」
、
前
掲
、
『
新
運
導
報
』
第
四
期
、
九
二
頁
。

（
8
8
）
前
掲
、
『
民
国
二
十
三
年
新
生
活
運
動
総
報
告
』
、
二
八
八
頁
。
「
二
十
五
年
度
本
会
工
作
概
況
」
、
前
掲
、
『
新
運
導
報
』
第
四
期
、

　
九
二
頁
。

（
8
9
）
　
前
掲
、
『
民
国
二
十
四
年
全
国
新
生
活
運
動
』
（
上
）
、
一
五
五
頁
。

（
9
0
）
　
同
前
、
一
五
三
～
一
五
八
頁
。

（
9
1
）
　
「
新
運
総
会
編
印
叢
書
」
、
『
中
央
日
報
』
、
一
九
三
七
年
二
月
三
日
。

（
92
）
　
「
中
央
第
一
五
八
次
常
務
会
議
」
、
『
中
央
週
刊
』
、
中
国
国
民
党
中
央
執
行
委
員
会
宣
伝
委
員
会
印
行
、
第
三
五
一
期
、
一
九
三
五
年

　
二
月
二
五
日
、
「
専
載
」
一
頁
。

（
9
3
）
　
「
中
央
政
校
学
生
分
途
演
講
新
運
意
義
」
、
『
中
央
日
報
』
、
一
九
三
五
年
二
月
一
七
日
。
「
首
都
積
極
壽
備
新
運
二
周
年
記
念
大
会
」
、

同
前
、
一
九
三
六
年
二
月
一
七
日
。
「
各
地
新
生
活
運
動
三
周
年
記
念
　
法
」
、
『
新
運
導
報
』
第
二
期
、
一
九
三
七
年
二
月
一
五
日
、
六
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頁
。

（
94
）
　
「
新
運
会
組
織
制
度
與
人
事
問
題
」
、
『
中
央
日
報
』
、
一
九
三
六
年
一
月
二
六
日
。

（
9
5
）
　
「
二
十
五
年
度
本
会
工
作
概
況
」
、
前
掲
、
『
新
運
導
報
』
第
四
期
、
九
三
頁
。

（
96
）
　
「
新
生
活
郵
票
今
日
開
始
発
害
」
、
『
中
央
日
報
』
、
一
九
三
六
年
一
月
一
日
。

（
9
7
）
　
一
九
三
四
年
二
月
か
ら
三
五
年
に
か
け
て
、
そ
し
て
一
九
三
六
年
に
そ
れ
ぞ
れ
三
回
ず
つ
視
察
が
行
わ
れ
た
。
「
民
国
二
十
四
年

新
生
活
運
動
之
回
顧
」
、
前
掲
、
『
新
運
総
会
会
刊
』
第
三
二
期
、
二
四
～
二
五
頁
、
三
二
頁
。
「
二
十
五
年
度
本
会
工
作
概
況
」
、
前
掲
、

　
『
新
運
導
報
』
第
四
期
、
九
四
頁
。

（
9
8
）
　
前
掲
、
『
民
国
二
十
四
年
全
国
新
生
活
運
動
』
（
下
）
、
四
八
二
頁
、
四
九
五
～
四
九
九
頁
。

（
99
）
　
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
新
生
活
運
動
の
組
織
構
造
と
人
事
－
一
九
三
四
年
二
月
～
一
九
三
七
年
七
月
1
」
、
『
法
学
政
治

　
学
論
究
』
第
三
四
号
、
一
九
九
七
年
九
月
、
参
照
。

（
㎜
）
　
章
楚
「
県
政
革
新
與
新
生
活
運
動
」
、
『
新
運
導
報
』
第
七
期
、
一
九
三
七
年
五
月
、
一
七
頁
。

（
皿
）
　
拙
稿
「
日
中
戦
争
期
の
新
生
活
運
動
」
、
『
近
き
に
在
り
て
』
第
三
四
号
、
一
九
九
八
年
二
月
、
参
照
。
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